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さあ Jumping season
 !

　　　Let’s danci
ng togethe

r !!

スポnetなんぶダンスチーム「N.A.N.B」 と プロダンサー「HALUNA」さん（中央）

ジャンピン
グ

レッツ
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ハルナ



歳入・歳出 77億4700万円

賛成多数で可決 な
ん
ぶ
暮
ら
し
の
予
算
を
審
査

一般会計 10人
３人

賛成
反対

令和５年度
当初予算

３月定例議会報告

令和５年度３月定例議会は２日（金）から23日（木）まで開催された。
令和５年度一般会計・特別会計、条例の制定、令和4年度補正予算など28
議案、１件の陳情、５件の発議案が審議された。

３月
定例議会

討
論

反対
　コロナで景気が停滞、住民の暮らしが大変
な中で町ができることは公共料金を引き下げ
て応援すること。町づくりのあり方について
地方創生交付金ばかりでなく環境問題と再生
エネルギーを重視した予算に転換していくべ
き。保育園のあり方について、民設民営にす
るメリットが見えない。公共交通政策につい
て抜本的な取組みを位置付けるべき。以上の
点から反対する。

賛成
　フルーツロード構想を契機とした町づくりが一
歩踏み出したと思う。第一次産業に力を入れてこ
れを応援していくべき。ローカル電子マネーにつ
いて少子高齢化の中でいかにして町民を守ってい
くのかという姿勢が見える。住民とつながる役場
推進事業（通称テノヒラ役場）ではスマートフォ
ンで各種手続きなどができて町民の利便性向上に
期待できる点から賛成する。

歳入

地方消費税交付金　2億7421万円　3.1％
地方譲与税  　　　　　8831万円　1.1％
地方特例交付金　　　 　544万円　0.1％
自動車取得税　　　 　　518万円　0.1％
ゴルフ場利用税交付金　 430万円　0.1％
利子割交付金　　　　　　61万円　0.0％
交通安全対策特別交付金　82万円　0.0％
配当割交付金　　　　　 482万円　0.1％
株式譲渡所得割交付金　 424万円　0.1％

町税
9億7610万円
12.6％

23.6%
20億5142万円

繰入金
7億671万円
9.1％

諸収入 6922万円　0.9％

地方交付税
36億1919万円
46.7％

県支出金
6億8067万円
8.8％

国庫支出金
7億2972万円
9.4％

町債
3億1200万円
4.0％

分担金及び負担金 8240万円　1.1％

財産収入 　　　　4411万円　0.6％
使用料及び手数料 3388万円　0.4％
繰越金 　　　　　5000万円　0.6％
寄付金 　　　　　8900万円　1.1％

自主
財源

76.4%

依存財源

歳出

民生費
24億2790万円
31.4％

総務費
17億435万円
22.0％

公債費
6億4188万円
8.3％

衛生費
10億
12.9％

教育費
6億8293万円
8.8％

土木費
3億9599万円
5.1％

農林水産業費
6億7850万円
8.8％

議会費　 8612万円　1.1％
消防費　 4915万円　0.6％
商工費　 6939万円　0.9％
予備費　 1073万円　0.1％
災害復旧費     1万円　0.0％

57億2951万円

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○令和５年度一般会計予算
議員名（議席番号順）

令和５年度当初予算一般会計の主な事業
里山テレワーク促進事業 220万円 企業研修やテレワークの誘致、都市部企業を対象

としたモニターツアーを実施する。新

出産･子育て応援交付金事業 560万円 妊婦に対して妊娠時に5万円、出産時に5万円の
支給を行う。

新

がんばる地域プラン支援事業 果物の生産振興のため、新たな担い手の誘致と
育成に取組む。

新

乳児紙おむつ支援事業 3000万円 新生児（1歳児も含む）に対して乳児にオムツチ
ケットを支給する。

新

産地生産基盤パワーアップ事業 1868万円

1099万円

大豆・麦の収益向上につながる農業機械の導入に
補助を行う。

地域活性化ポイント導入事業 南部町内で経済循環をするために南部町版地域
通貨を導入する。

新 3978万円

テノヒラ役場 役場の開いていない時間でもスマホを活用した各
種手続きが行えるようにする。

新 302万円

新

地域活性化企業人（企業人材派遣制度）事業 810万円 (株)ニコン日総プライムの人材を南部町へ誘致し
て持続可能なまちづくりに取組む。新

農地耕作条件改善事業
（フルーツロード構想）

１億1190万円 会見地区の果物の再生・新規就農に向けた研修、
イチゴ栽培ハウスの生産を振興するために、
五色ヶ丘果樹団地を町で整備する。

新
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３月議会報告　

なんぶ議会だより　第 75号５ なんぶ議会だより　第 75号 ４４

議案第1号　令和4年度 一般会計補正予算 賛成多数で可決

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○議案第1号
議員名（議席番号順）

討
論

反対 保育所あり方検討委員会15名のところ公
募委員が無く10名であったこと、パブ

リックコメントの募集についてももっと真摯に取り組
むべき。

賛成 今回の補正は、一番大きなものが除雪費
であり、その他の多くが実績による補正

予算となっており賛成する。

議案第18号　令和5年度 南部町後期高齢者医療
　　　　　　  特別会計予算

賛成多数で可決

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○議案第18号
議員名（議席番号順）

討
論

反対 健康保険を年齢によって後期高齢者など
と分けることは差別に値する。後期高齢

者は年金生活者であり、年金は下がり負担は増えると
いう厳しい状況であり、反対する。

賛成 後期高齢者制度については、以前から認
知をされている。低所得対策として７割、

５割、２割軽減制度が充実している。今後の負担増
については精査すべきとは思うが予算の中身につい
ては問題ないと思うので賛成する。

発議案１号　南部町議会の個人情報の保護に関する
　　　　　　条例の制定について

賛成多数で可決

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○発議案１号
議員名（議席番号順）

討
論

反対 この条例は個人情報ファイルを作って個
人情報を流す可能性が大いにある。従来

の基本的な個人情報は守るべき立場から反対。

賛成 国が３つの法律を統合して新しい個人情
報を作った。この条例がなければ、情報

開示を求められた時に対応が出来ないので賛成。

議案第9号　南部町特別職の職員で常勤のものの給与及び
　　　　　　旅費に関する条例の一部改正について 賛成多数で可決

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○議案第9号
議員名（議席番号順）

討
論

反対 住民生活が大変なときに何ら公共料金に
手を打たない状況の中で特別職の手当を

引き上げることは住民の賛同が得られないと判断する
ため反対する。

賛成 人事院勧告に準ずるものとして改正する
ものであり、特別職でも生活給に該当す

るものとして賛成する。

発議案２号　南部町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等
　　　　　　に関する条の一部改定について 賛成多数で可決

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○発議案２号
議員名（議席番号順）

討
論

反対 住民の暮らしが大変な時に自ら提案して
自ら決めることはお手盛りだとの批判を

免れないので、反対。

賛成 人事院勧告を受けて職員の給与と同時期
に改正するべきであり、賛成する。

発議案５号　「安保関連3文書」閣議決定の撤回、「的基地攻撃能力」
　　　　　　　の保有や防衛費2倍化に反対する意見書 賛成少数で否決

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田
○○

×××

○

×

○○

××

○

×

発議案５号
議員名（議席番号順）

討
論

反対 憲法９条が禁止しているのは侵略戦争で
あり、反撃能力は憲法違反ではない。日

本は真の独立国家としてふさわしい防衛力、防衛費を
備えなければならないので反対。

賛成 「安保関連３文章」の閣議決定は憲法に
違反する。防衛費の２倍化には財源がき

まっておらず、増税になる。よって賛成する。

発議案６号　普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く
　　　　　　空・水・土の安全保障を求める意見書 賛成少数で否決

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田
○○

××××××

○

××

○

×

発議案６号
議員名（議席番号順）

討
論

反対 国もこの問題の存在を認めており、問題
解決に努力している。意見書提出まで必

要はないと考え、反対する。

賛成 米軍機飛行に伴う落下物の問題、有機
フッ素化合物による土壌汚染の問題であ

り国に対して行っていくべき問題であり、賛成する。

議案第17号　令和5年度 南部町国民健康保険事業
　　　　　　  特別会計予算 賛成多数で可決

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○議案第17号
議員名（議席番号順）

討
論

反対 公共料金の引き下げを求めており、国民
健康保険についても引き下げを求め反対

する。

賛成 当初予算については、保険税を決定する
ものではなく今後の運営協議会で決定し

ていくこと。保険税を下げろということは分かるが、
今おかれた状況理解いただき賛成する。



なんぶ議会だより　第 75号７

一般質問

なんぶ議会だより　第 75号 ６

令和５年３月定例議会一般質問ダイジェスト
質　問　事　項

１

２

３

４

５

６

７

８

９

30

30

20

30

30

30

30

30

30

荊尾　芳之

長束　博信

三鴨　義文

板井　　隆

仲田　司朗

亀尾　共三

真壁　容子

加藤　　学

細田　元教

１

2

１

2

1

2

1

2

1

2

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

議 員 名 発言時間

【質問の通告】
一般質問は、議案と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

保育園統合と土地利用計画
人口減少対策・少子化対策
子育て教育環境
学校教育環境
保育園の統合計画
地域活性化
除雪、雪害対策
人口減少対策
西伯病院の今後の経営方針
発達障がいの可能性がある児童生徒
物価高騰対策
今後の除雪対策
マイナンバーカード
ゴミ問題
学校給食の無償化
町立保育園の民間移管計画の中止
インボイス制度
高校生の通学費
増税
アフターコロナ施策
地域振興協議会の今後の対応

あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

　
令
和
５
年
３
月
議
会
定
例
会
が
３
月
２
日
か
ら
13
日
間

に
わ
た
り
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
執
行
部
提
案
28
議
案
、
陳
情
１
議
案
、
議
員
発
議
６
議
案

の
合
計
36
議
案
の
審
査
を
行
い
、
執
行
部
提
案
に
つ
い
て
は

全
議
案
を
可
決
、
陳
情
１
議
案
を
採
択
、
議
員
発
議
に
つ
い

て
は
４
議
案
を
可
決
、
２
議
案
を
否
決
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
は
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
審
査
が
中
心

的
な
審
議
事
項
で
、
「
果
物
の
ま
ち
南
部
町
」
を
売
り
出

そ
う
と
す
る
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
構
想
推
進
の
た
め
の
果
樹

団
地
整
備
、
ま
た
、
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
町
内
で
の
購
入

を
促
進
す
る
た
め
の
カ
ー
ド
型
の
地
域
通
貨
導
入
事
業
が

大
き
な
目
玉
事
業
で
す
。
議
会
と
し
て
も
適
正
な
事
業
執

行
や
事
業
成
果
実
現
の
た
め
に
、
定
期
的
な
進
捗
確
認
や

意
見
具
申
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
４
月
は
、
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
て
お
り
、
県
議
会
議

員
選
挙
、
町
村
議
会
議
員
選
挙
と
も
無
投
票
が
予
想
さ
れ
る

自
治
体
が
あ
り
、
議
論
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
立
候
補
者
が

無
い
こ
と
自
体
に
関
し
て
議
会
や
議
員
が
で
き
る
こ
と
は
限

ら
れ
ま
す
が
、
議
会
が
活
発
に
活
動
し
、
成
果
を
上
げ
る
姿

を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
地
域
社
会
が
住
民
代
表
と
し
て

の
議
員
を
生
み
出
し
得
る
活
力
を
維
持
で
き
る
よ
う
な
政
策

提
案
を
行
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
我
々
に
も
責
任
の
一
端
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
３
月
議
会
を
終
え
て

南
部
町
議
会
議
長
　
景
山
　
浩

保
育
園
統
合
と
土
地
利
用
計
画

Ｑ 

統
合
す
る
新
園
の
運
営
は

Ａ 

伯
耆
の
国
と
協
議
を
は
じ
め
る

荊尾芳之 議員
かたらお よしゆき

さ
く
ら
保
育
園
と
つ
く
し
保

育
園
の
統
合
に
つ
い
て
、
い

つ
・
ど
こ
に
・
ど
の
よ
う
な
保
育
園

を
建
て
て
、
ど
う
運
営
し
て
い
く
の

か
。
ま
ず
、
建
設
場
所
に
つ
い
て
問

う
。

令
和
５
年
１
月
末
に
、
南
部

町
立
保
育
園
統
合
に
係
る
基

本
構
想
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

受
け
最
終
決
定
を
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
中
で
３
か
所
の
候
補
地
を
選
定

し
、
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
中
で
点

数
評
価
し
た
。
そ
の
結
果
を
参
考
に

地
元
や
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
、

出
来
る
だ
け
早
期
に
決
定
す
る
。

新
年
度
予
算
に
用
地
取
得
費

が
計
上
し
て
な
い
理
由
を
問

う
。

建
設
場
所
が
決
定
し
て
い
な

い
現
段
階
で
は
、
正
確
な
土
地
取
得

関
連
予
算
が
計
上
で
き
な
い
と
判
断

し
て
当
初
予
算
へ
の
計
上
は
見
送
っ

た
。

新
園
の
運
営
は
伯
耆
の
国
に

依
頼
す
る
と
町
長
は
発
言
し

て
い
る
が
、
相
手
方
と
協
議
は
行
っ

て
い
る
か
問
う
。

令
和
５
年
度
で
は
、
建
設
場

所
の
決
定
後
に
具
体
的
な
建

設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
す
る
。
こ

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
伯
耆

の
国
と
も
協
議
を
さ
ら
に
深
め
て
い

く
。

保
育
園
の
建
設
場
所
は
、
将

来
、
町
の
事
業
を
進
め
て
い

く
上
で
、
と
て
も
重
要
な
決
定
に
な

る
。
今
後
の
関
連
事
業
等
で
影
響
が

非
常
に
大
き
い
。
町
の
土
地
利
用
計

画
が
必
要
だ
と
、
以
前
か
ら
提
言
し

て
い
る
が
、
ど
う
か
問
う
。

町
の
土
地
利
用
計
画
は
、
令

和
５
年
度
策
定
に
向
け
て
担

当
課
に
指
示
し
て
い
る
。
質
問
の
中

で
、
個
別
の
計
画
や
施
設
建
設
と
関

連
す
る
内
容
を
説
明
す
る
と
、
現
行

の
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
都
道
府

県
が
土
地
利
用
基
本
計
画
の
策
定
主

体
で
市
町
村
計
画
は
、
都
市
計
画
法

な
ど
５
つ
の
規
制
法
に
基
づ
き
策
定

さ
れ
る
も
の
だ
。
市
町
村
計
画
は
、

町
の
土
地
利
用
を
示
す
も
の
と
し
て
、

町
政
を
進
め
る
に
当
た
り
重
要
な
も

の
だ
。
策
定
に
つ
い
て
は
、
町
の

ゾ
ー
ン
ニ
ン
グ
案
を
示
し
、
町
民
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

荊
尾

荊
尾

町
長

町
長

町
長

町
長

新
年
度
で
、
人
口
減
少
対
策

や
少
子
化
対
策
は
ど
う
行
う

の
か
を
問
う
。

令
和
５
年
度
は
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
拡
充
を
す
る
。

さ
ら
に
は
、
経
済
的
な
支
援
と
し
て
、

乳
児
へ
の
お
む
つ
支
援
を
始
め
る
。

子
ど
も
の
誕
生
の
た
め
に
は

結
婚
支
援
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
ど
う
か
問
う
。

令
和
５
年
度
は
、
鳥
取
県
が

業
務
委
託
を
し
て
い
る
結
婚

支
援
セ
ン
タ
ー
え
ん
ト
リ
ー
へ
の
登

録
料
を
全
額
町
費
負
担
で
行
う
。
婚

活
を
希
望
さ
れ
る
町
民
に
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
利
用
し
て
欲
し
い
。

人
口
減
少
対
策
・
少
子
化
対
策

Ｑ 

子
供
の
誕
生
に
は
結
婚
支
援
が
必
要
で
は

Ａ 

結
婚
支
援
の
登
録
会
費
を
町
が
全
額
負
担

町
長

荊
尾

荊
尾

町
長

荊
尾

荊
尾

かめお きょうぞう

まかべ ようこ

かとう まなぶ

ほそだ もとのり

なかだ しろう

いたい たかし

みかも よしふみ

ながつか ひろのぶ

かたらお よしゆき
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町
長
の
基
本
理
念
３
Ｃ
と
５
つ

の
挑
戦
で
「
子
育
て
教
育
環

境
」
の
基
本
的
な
考
え
は
ど
う
か
問
う
。

子
育
て
支
援
は
、
子
育
て
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ネ
ウ
ボ
ラ

を
中
心
に
し
て
お
り
、
保
健
師
、
助
産

師
、
保
育
士
、
管
理
栄
養
士
が
ワ
ン

チ
ー
ム
と
な
っ
て
妊
娠
か
ら
出
産
、
子

育
て
の
相
談
、
支
援
を
伴
奏
型
で
充
実

さ
せ
て
い
る
。
少
子
化
を
食
い
止
め
ら

れ
て
い
な
い
た
め
支
援
内
容
は
今
後
も

随
時
見
直
し
充
実
さ
せ
て
い
く
。

現
在
の
結
婚
か
ら
子
育
て
支

援
の
施
策
で
環
境
整
備
と
し

て
更
に
拡
充
を
行
っ
て
い
く
考
え
は

な
い
の
か
問
う
。

少
子
化
対
策
事
業
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
が
、
拡
充
す

べ
き
内
容
等
に
つ
い
て
少
子
化
対
策
推

進
本
部
会
議
で
議
論
を
深
め
て
い
く
。

子
育
て
に
関
係
す
る
施
設
で

働
く
方
た
ち
の
支
援
（
賃

金
）
も
充
実
が
必
要
と
考
え
る
が
そ

の
考
え
は
あ
る
か
。

町
の
職
員
及
び
会
計
年
度
任

用
職
員
も
人
事
院
の
勧
告
制

度
に
よ
っ
て
決
定
し
て
い
る
の
で
ご

理
解
頂
き
た
い
。
全
国
で
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
不
足
と
低
賃
金

が
課
題
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

人
材
確
保
と
処
遇
改
善
へ
向
け
て
全

国
町
村
会
を
通
じ
て
国
に
働
き
か
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。

人
口
減
少
を
食
い
止
め
て
い

く
た
め
の
新
た
な
構
想
、
支

援
策
の
考
え
は
な
い
の
か
。

子
育
て
教
育
環
境
に
加
え
、

少
子
化
対
策
に
は
結
婚
支
援

を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
、
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
え
ん
ト

リ
ー
マ
ッ
チ
ン
グ
登
録
に
対
し
て
支

援
し
て
い
く
。

長
束

長
束

長
束

町
長

町
長

町
長 子

育
て
教
育
環
境

Ｑ 

基
本
的
な
考
え
と
支
援
拡
充
は

Ａ 
支
援
内
容
は
今
後
も
随
時
見
直
し
充
実
さ
せ
る

長束博信 議員
ながつか ひろのぶ

保
育
園
の
統
合
計
画

Ｑ 

保
育
園
の
跡
地
や
園
舎
の
今
後
は

Ａ 

有
効
利
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

三鴨義文 議員
みかも よしふみ

９
月
議
会
に
続
き
、
公
道
は

令
和
３
年
12
月
議
会
で
は
、

令
和
４
年
度
に
基
本
計
画
と
場
所
の

選
定
、
用
地
取
得
を
検
討
す
る
と
の

事
だ
っ
た
が
、
現
時
点
で
の
計
画
の
進

捗
と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

基
本
構
想
を
作
成
す
る
た
め
、

保
育
園
あ
り
方
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
議
論
し
て
い
た
だ
い
た

結
果
、
本
年
１
月
に
決
定
し
公
表
し

て
い
る
。

　
現
状
で
は
、
本
年
度
中
に
場
所
を

決
定
し
、
令
和
５
年
度
に
用
地
取
得
。

令
和
６
年
度
に
用
地
造
成
が
出
来
る

よ
う
進
め
る
。

状
況
を
ど
の
よ
う
に
町
民
に

知
ら
せ
て
き
た
の
か
。

令
和
４
年
10
月
号
に
お
い
て
、

保
育
園
統
合
の
必
要
性
や
運

営
主
体
、
定
員
規
模
に
つ
い
て
知
ら

せ
て
い
る
。

　
ま
た
、
基
本
構
想
の
策
定
に
あ
た

り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
っ

て
町
民
か
ら
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

昨
年
の
12
月
議
会
で
、
副
町

長
の
答
弁
で
「
関
係
の
深
い

保
護
者
の
意
見
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
求

め
て
い
き
た
い
。
」
と
答
弁
さ
れ
た

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
や
っ
て
い
な
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
意
見
を
い

た
だ
い
た
と
言
わ
れ
る
が
、
意
見
を

出
さ
れ
た
の
は
メ
ー
ル
で
４
件
、
窓

口
で
８
件
、
全
部
で
た
っ
た
12
人
の

方
の
意
見
だ
っ
た
。

　
計
画
の
令
和
７
年
度
の
開
園
に
こ

だ
わ
る
こ
と
な
く
、
保
護
者
に
も

し
っ
か
り
理
解
、
納
得
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
ら
れ
た
い
。

基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
保
育

園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
十
分
ご
理

解
を
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
場
所
の
件
に
つ
い
て
は
、

町
と
し
て
３
点
に
絞
っ
て
、
意
見
を

聞
い
て
、
最
終
的
に
町
が
判
断
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

現
在
の
保
育
園
の
跡
地
や
園
舎

を
今
後
ど
う
し
て
い
く
考
え
か
。

現
在
の
保
育
園
は
２
園
と
も

そ
の
ま
ま
有
効
活
用
が
出
来

る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
民
間
利
用

も
含
め
て
有
効
利
用
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

三
鴨

三
鴨

町
長

町
長

三
鴨

町
長

合
併
か
ら
20
年
が
経
過
し
、

地
域
振
興
協
議
会
や
各
種
団

体
に
よ
っ
て
活
動
が
さ
れ
て
き
て
い

る
が
、
近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

場
が
無
く
な
り
余
計
に
活
気
を
失
っ

て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
活
性
化
に
向

け
た
町
の
施
策
や
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を

問
う
。

ま
ず
は
、
コ
ロ
ナ
渦
で
弱
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
地
域

経
済
の
再
生
を
行
う
。

　
各
拠
点
を
活
用
し
な
が
ら
、
希
薄

に
な
っ
た
地
域
の
つ
な
が
り
を
取
り

戻
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
商

工
会
と
連
携
し
て
「
地
域
活
性
化
ポ

イ
ン
ト
」
を
導
入
し
、
地
域
循
環
型

経
済
、
住
民
活
動
が
地
域
貢
献
、
地

域
経
済
に
資
す
る
仕
組
み
を
構
築
し

て
、
全
体
の
活
性
化
に
取
り
組
み
た

い
。

地
域
振
興
協
議
会
と
の
関
わ

り
を
密
接
に
し
て
、
活
動
支

援
と
事
務
局
員
の
処
遇
改
善
を
す
べ
き
。

今
後
、
地
域
福
祉
や
防
災
活

動
と
い
っ
た
地
域
に
必
要
不

可
欠
な
事
業
に
取
り
組
み
が
シ
フ
ト

し
て
き
て
い
る
。
行
政
や
関
係
機
関

が
し
っ
か
り
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

地
域
活
性
化

Ｑ 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
活
性
化
施
策
は

Ａ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
地
域
経
済
の
再
生

三
鴨

働
き
方
改
革
で
教
職
員
の
働
き

方
は
改
善
さ
れ
た
の
か
。
指
標

の
一
つ
残
業
時
間
に
変
化
は
あ
っ
た
の
か
。

時
間
外
業
務
で
年
間
３
６

０
時
間
以
上
あ
っ
た
教
職

員
は
５
校
合
計
で
24
名
で
、
令
和
元
年

度
に
比
較
し
31
名
の
減
少
と
な
っ
て
い

る
。
削
減
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
時
間
は
、

児
童
生
徒
と
の
関
わ
り
や
十
分
な
教
材

研
究
の
時
間
と
す
る
こ
と
が
大
き
な
目

的
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
だ
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
教

育
は
何
を
行
っ
て
い
る
の
か
、

成
功
し
て
い
る
と
言
え
る
の
か
。
又
、

先
生
方
の
負
担
に
変
化
は
あ
っ
た
の
か
。

今
後
進
め
方
は
ど
う
す
る
の
か
。

児
童
生
徒
は
、
探
究
的
な

課
題
で
の
情
報
収
集
、
国

語
や
理
科
で
の
グ
ラ
フ
資
料
を
含
め

た
レ
ポ
ー
ト
、
ペ
ア
で
英
会
話
の
録

音
に
よ
る
発
音
練
習
な
ど
、
導
入
か

ら
２
年
で
用
途
に
応
じ
て
使
い
分
け
、

学
び
を
深
め
て
い
る
段
階
だ
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
機
能
や
利
用

す
る
ア
プ
リ
は
過
渡
期
で
負
担
あ
る

が
、
学
習
内
容
の
多
様
化
を
進
め
、

学
校
評
価
や
学
期
ご
と
の
ア
ン
ケ
ー

ト
集
計
を
自
動
に
切
り
替
え
る
こ
と

や
自
動
採
点
ソ
フ
ト
の
導
入
な
ど
で

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

未
来
を
生
き
抜
く
た
め
学
校

教
育
の
中
で
ど
の
よ
う
な
力

が
必
要
と
考
え
て
い
る
の
か
。
又
、

ど
ん
な
環
境
が
必
要
と
考
え
て
い
る

の
か
。

ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0
の
新
し
い

時
代
を
生
き
抜
く
力
と
し

て
、
「
ま
ち
未
来
科
」
の
中
で
、
ふ

る
さ
と
愛
着
力
、
将
来
設
計
力
、
社

会
参
画
力
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
支
え

る
人
間
調
整
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
４
つ
の
力
を
示
し
て
い
る
。

　
又
、
環
境
は
学
校
だ
け
で
な
く
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
等
を
通
じ

て
地
域
全
体
を
教
育
の
環
境
と
捉
え

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

学
校
教
育
環
境

Ｑ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
成
功
し
て
い
る
の
か

Ａ 

用
途
に
応
じ
て
使
い
分
け
、
学
び
を
深
め
て
い
る

長
束

長
束

町
長

長
束

町
長
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教
育
長

教
育
長

教
育
長

長
束三

鴨

三
鴨

町
長

町
長

町
長
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除
雪
、雪
害
対
策

Ｑ 

町
民
の
生
活
の
安
心
安
全
の
対
応
に
つ
い
て

Ａ 
今
後
、
町
民
へ
の
情
報
発
信
が
必
要
で
あ
る

板井　隆 議員
いたい たかし

大
雪
が
降
れ
ば
、
除
雪
対
策
、

学
校
の
休
業
、
ハ
ウ
ス
等
農

業
被
害
な
ど
、
町
民
の
生
活
に
様
々
な

災
害
、
被
害
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

除
雪
の
対
応
に
つ
い
て
、
町

民
か
ら
の
申
し
入
れ
と
、
そ

の
対
応
は
的
確
で
あ
っ
た
か
。
対
応
と

課
題
に
つ
い
て
。
ま
た
、
独
居
世
帯
等

の
安
否
確
認
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

１
月
24
日
か
ら
25
日
に
か
け

て
町
内
で
は
60
〜
80
セ
ン
チ

と
な
り
、
住
民
に
多
大
な
影
響
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
建
設
業
者
等

で
精
い
っ
ぱ
い
対
応
を
し
た
が
、
除

雪
機
材
の
機
能
を
超
え
る
積
雪
で

あ
っ
た
。

　
住
民
か
ら
、
除
雪
状
況
に
つ
い
て

多
く
の
問
合
せ
が
あ
っ
た
。

　
除
雪
の
遅
れ
を
防
災
無
線
で
伝
え

る
こ
と
や
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
情
報
発
信
が
必
要
と
考
え
る
。
公

共
交
通
路
線
の
確
保
に
時
間
を
要
し
、

小
・
中
学
校
の
臨
時
休
業
な
ど
影
響

が
あ
っ
た
。

　
今
後
は
日
の
丸
バ
ス
関
係
者
と
役

場
内
で
の
情
報
共
有
が
重
要
で
あ
り
、

生
活
基
盤
の
確
保
に
努
め
た
い
。

　
独
居
世
帯
等
へ
の
安
否
確
認
に
つ

い
て
は
、
確
認
は
し
て
い
な
い
が
、

協
議
会
や
自
治
体
に
お
い
て
「
支
え

合
い
マ
ッ
プ
の
」
の
作
成
で
、
自

助
・
共
助
の
実
効
性
あ
る
対
応
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

農
業
施
設
の
被
害
状
況
と
対

応
に
つ
い
て
問
う
。

農
業
施
設
（
ハ
ウ
ス
）
や
倉

庫
等
の
被
害
を
確
認
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
白
ネ
ギ
の
葉
折
れ
が
生
じ

て
い
る
。
今
後
、
詳
細
な
被
害
状
況

を
確
認
し
、
県
の
復
旧
予
算
と
併
せ
、

個
別
に
復
旧
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

町
長

町
長

町
も
様
々
な
人
口
減
少
対
策

を
講
じ
て
い
る
が
、
歯
止
め

が
か
か
っ
て
い
な
い
。

国
の
施
策
で
あ
る
、
伴
走
型

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
町

の
対
応
を
問
う
。

国
の
伴
走
型
と
は
妊
娠
時
か

ら
出
産
、
子
育
て
に
お
い
て
、

子
育
て
家
庭
に
寄
り
添
う
支
援
策
で

あ
る
。
町
で
は
既
に
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
ネ
ウ
ボ
ラ
を
設
置
し
、
対
応

し
て
き
た
。
今
後
、
夫
婦
が
子
育
て

に
参
加
し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
を

推
め
た
い
。

現
在
の
事
業
の
見
直
し
と
町

民
と
の
意
識
共
有
の
必
要
性

に
つ
い
て
問
う
。

出
会
い
の
き
っ
か
け
と
な
る

結
婚
支
援
を
充
実
さ
せ
た
い
。

　
広
く
町
民
と
意
見
を
聞
く
場
を
設

け
、
意
識
の
共
有
を
は
か
り
、
子
育

て
支
援
の
更
な
る
充
実
で
、
人
口
減

少
を
最
小
限
に
収
め
た
い
。

人
口
減
少
対
策

Ｑ 

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

Ａ 

町
民
と
の
意
識
共
有
で
支
援
を
充
実
し
た
い

町
長

西
伯
病
院
の
今
後
の
経
営
方
針

Ｑ 

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
病
院
経
営
は

Ａ 

経
営
強
化
プ
ラ
ン
の
目
標
を
確
実
に
達
成
す
る

４
年
度
の
経
営
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

長
引
く
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
受
診
控
え
や
人
口

減
少
と
い
っ
た
構
造
的
な
要
因
に
よ

り
、
患
者
数
の
減
少
傾
向
は
続
き
、

病
院
事
業
の
柱
で
あ
る
医
業
収
益
の

増
加
が
見
込
め
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。
加
え
て
、
昨
今
の
電
気
料
金
、

諸
物
価
の
高
騰
な
ど
で
医
業
費
用
の

増
加
に
よ
り
決
算
見
込
み
は
赤
字
と

な
る
見
込
で
あ
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
重
要
な
地
域
の
病

院
と
し
て
、
在
宅
医
療
に
今
以
上
に

力
を
入
れ
て
い
く
考
え
は
な
い
の
か
。

入
院
機
能
を
持
っ

て
い
る
西
伯
病
院

は
連
携
医
療
機
関
と
し
て
地
域
の
診

療
所
が
中
心
と
な
っ
て
往
診
や
訪
問

診
療
を
行
っ
て
そ
の
後
方
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
在
宅
医
療
を
強
化
す

る
た
め
に
も
診
療
所
と
の
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
在
宅
医
療
へ
の
取
り
組

み
を
充
実
強
化
し
て
い
き
た
い
。

介
護
療
養
病
床
か
ら
介
護
医

療
院
に
転
換
す
る
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

経
営
強
化
プ
ラ
ン

の
中
で
、
今
後
、

独
居
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
加

し
、
在
宅
で
み
と
り
や
介
護
が
困
難

な
住
民
の
方
々
が
増
え
て
く
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
介
護

医
療
院
を
新
し
く
整
備
し
、
町
民
の

皆
様
に
と
っ
て
住
ま
い
機
能
を
持
っ

た
施
設
が
病
院
の
中
に
で
き
る
と
い

う
安
心
感
を
提
供
し
た
い
。
令
和
５

年
度
中
に
転
換
を
図
り
た
い
。

仲
田

仲
田

病
院
管
理
者

病
院
管
理
者

仲
田

当
町
の
児
童
生
徒
の
実
態
に

つ
い
て
。

昨
年
12
月
、
文
部
科
学
省
よ

り
、
公
立
小
・
中
学
校
の
通

常
学
級
で
発
達
障
が
い
と
推
定
さ
れ
る

児
童
生
徒
の
割
合
が
８
．
８
％
で
あ
っ

た
と
の
調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。
南

部
町
で
も
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
約
８
．

75
％
と
把
握
し
て
い
る
。こ
の
数
値
は
、

医
療
機
関
を
受
診
し
、
医
療
の
診
断
、

診
察
、
助
言
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

学
校
内
で
の
支
援
体
制
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

児
童
生
徒
の
障
が
い
の
状

況
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

専
門
的
な
助
言
を
受
け
な
が
ら
個
別

の
教
育
支
援
計
画
や
指
導
計
画
を
作

成
し
、
適
切
で
き
め
細
や
か
な
指
導

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
で
の
取
り
組
み
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

発
達
障
が
い
の
あ
る
児
童

生
徒
は
、
強
い
こ
だ
わ

り
や
衝
動
性
、
対
人
関
係
を
調
整
す

る
こ
と
の
苦
手
さ
が
あ
る
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
方
々
に
は
、
そ
の
個
々
の
特

性
を
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
コ
ミ
ニ
ュ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
発
達
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
か

か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の

方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
増
や

し
て
い
き
た
い
。
発
達
障
が
い
を
含

め
、
特
別
な
支
援
を
要
す
る
児
童
生

徒
の
放
課
後
の
居
場
所
と
し
て
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
で
、
子
育
て
支

援
課
・
福
祉
事
務
所
と
連
携
し
て
保

護
者
の
方
に
適
切
な
情
報
提
供
を
進

め
て
い
く
。

発
達
障
が
い
の
可
能
性
が
あ
る
児
童
生
徒

Ｑ 

学
校
内
・
学
校
外
で
の
教
育
指
導
は

Ａ 

保
護
者
に
適
切
な
情
報
提
供
を
し
て
い
く

仲
田

仲
田

仲
田

教
育
長

教
育
長

教
育
長

一般質問

10

仲田司朗 議員
なかだ しろう

病
院
管
理
者

背
景

板
井

板
井

板
井

板
井

背
景

町
長
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物
価
高
騰
対
策

Ｑ 

水
道
料
金
の
引
き
下
げ
の
継
続
を

Ａ 
町
単
独
で
の
引
き
下
げ
の
継
続
は
無
理
が
あ
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

Ｑ 

紙
保
険
証
を
な
く
さ
な
い
で

Ａ 

資
格
確
認
証
が
発
行
さ
れ
る
予
定

亀尾共三 議員
かめお きょうぞう

物
価
上
昇
が
く
ら
し
に
大
き

く
影
響
し
て
い
る
。
光
熱
費

の
負
担
増
に
驚
い
た
と
い
う
声
が
多

く
出
て
い
る
。
町
行
政
が
で
き
る
こ

と
は
、
公
共
料
金
の
引
き
下
げ
で
は

な
い
か
。

　
上
水
道
料
金
の
減
免
を
４
月
以
降

も
引
き
続
き
行
う
こ
と
を
求
め
た
い
。

物
価
高
騰
に
よ
り
水
道
事
業

で
も
動
力
費
、
修
繕
費
の
大

幅
な
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
水
道
会

計
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

今
後
も
、
老
朽
管
更
新
事
業
に
係
る

費
用
増
加
も
あ
り
、
水
道
料
金
の
基

本
料
金
減
免
の
継
続
は
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

年
間
の
水
道
基
本
料
金
は
約

４
５
０
０
万
円
だ
と
い
わ
れ

た
。
町
予
算
年
間
60
数
億
円
の
な
か

で
の
負
担
に
な
る
が
、
町
民
に
喜
ば

れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
水
道

料
金
の
基
本
料
の
減
免
は
、

そ
の
財
源
補
填
が
あ
る
と
い
う
前
提
で

や
っ
て
き
た
。
今
後
、
経
済
対
策
等
有

効
な
支
援
が
あ
っ
た
場
合
に
は
考
え
る

こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
般

財
源
を
投
下
し
、
町
単
独
で
続
け
る
に

は
会
計
上
は
無
理
が
あ
る
。

下
水
道
会
計
は
一
般
財
源
を

繰
り
入
れ
て
い
る
。
住
民
の

負
担
を
減
ら
す
た
め
、
今
後
も
こ
の

よ
う
な
考
え
方
に
た
っ
て
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
次
に
、
再
度
の
物
価
高
騰
対
策
を

と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

物
価
高
騰
・
経
済
活
性
化
対

策
と
し
て
、
昨
年
10
月
に
町

民
一
人
に
対
し
て
１
万
円
の
商
品
券

配
布
を
行
っ
て
き
た
。
事
業
者
に
つ

い
て
は
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け

た
際
の
利
子
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　
商
品
券
な
ど
町
民
に
対
す
る
一
律

の
家
計
支
援
は
、
町
内
の
現
状
把
握

と
財
源
の
確
保
が
必
要
だ
。
今
後
の

国
県
の
物
価
高
騰
対
策
の
状
況
を
見

な
が
ら
町
と
し
て
も
必
要
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
迅
速
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

再
度
の
物
価
高
騰
策
を
求
め

る
声
が
年
金
暮
ら
し
の
方
々

か
ら
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
町
民
の

く
ら
し
を
応
援
す
る
と
い
う
町
の
姿

勢
を
示
す
意
味
で
も
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

た
ま
に
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物

を
す
る
た
び
に
物
価
の
う
な

ぎ
上
り
は
私
も
承
知
し
て
い
る
。
町

民
の
く
ら
し
が
厳
し
い
と
い
う
は
よ

く
わ
か
る
。
し
か
る
べ
き
根
拠
が
あ

る
時
期
に
は
、
し
っ
か
り
町
民
の
く

ら
し
を
支
え
る
こ
と
に
予
算
を
投
下

し
た
い
と
思
う
。
今
は
そ
の
よ
う
な

状
況
に
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

亀
尾

亀
尾

町
長

亀
尾

町
長

町
長

町
長

任
意
の
加
入
と
い
っ
て
い
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
だ
が
、

カ
ー
ド
取
得
で
こ
れ
ま
で
の
紙
保
険

証
を
な
く
そ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
。

高
齢
者
の
多
い
町
に
と
っ
て
カ
ー
ド

取
得
の
義
務
や
保
険
証
の
廃
止
は
無

理
が
あ
る
。
情
報
の
一
元
化
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
国
に
保
険
証
の
廃
止

を
撤
回
す
る
よ
う
求
め
る
。

令
和
３
年
10
月
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
現
行
の
健
康
保
険
証

は
令
和
６
年
の
秋
に
原
則
廃
止
と
な

る
が
、
カ
ー
ド
を
取
得
さ
れ
て
い
な

い
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
発

行
す
る
資
格
確
認
証
で
確
認
す
る
こ

と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

亀
尾

亀
尾

教
育
長

町
長

学
校
給
食
の
無
償
化

Ｑ 

学
校
給
食
法
の
国
の
解
釈
を
ど
う
と
ら
え
る
か

Ａ 

町
が
給
食
費
を
補
助
す
る
こ
と
は
禁
止
し
て
い
な
い
と
解
釈

昨
今
の
物
価
高
騰
は
こ
れ
ま

で
の
比
で
は
な
い
。
緊
急
の

支
援
策
が
必
要
だ
。
こ
の
間
全
国
で

２
５
０
を
超
え
る
自
治
体
が
「
学
校

給
食
の
無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
。

義
務
教
育
で
最
大
の
負
担
と
な
っ
て

い
る
給
食
費
の
無
償
化
が
子
育
て
世

代
の
応
援
策
だ
。
実
施
を
求
め
て
質

問
す
る
。

　
学
校
給
食
法
第
11
条
の
政
府
の
解

釈
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
問
う
。

同
条
は
経
費
の
負
担
を
明
ら

か
に
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

設
置
者
（
町
）
が
保
護
者
に
学
校
給

食
費
を
補
助
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た

も
の
で
は
な
い
と
い
う
解
釈
を
し
て

い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
の
解
釈
を
ど
う
と
ら
え
る
か
と

い
う
こ
と
だ
が
、
前
段
と
し
て
自
治

体
の
財
政
規
模
に
違
い
も
あ
り
一
律

に
考
え
る
の
は
難
し
い
。

　
政
府
の
解
釈
は
こ
れ
ま
で
の
内
容

を
大
き
く
覆
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
財
源
措
置
等

は
当
然
国
が
責
任
を
持
つ
べ
き
だ
と

と
ら
え
て
い
る
。
町
村
会
で
も
要
望

を
あ
げ
、
県
か
ら
国
へ
要
望
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

完
全
無
償
化
を
し
た
場
合
の

町
負
担
額
は
い
く
ら
か
。

約
４
４
０
０
万
円
の
試
算

額
に
な
る
。

「
学
校
給
食
費
の
無
償
化
は

予
算
の
１
％
以
内
」
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
町
で
は
１
％
を
切
っ

て
い
る
。
学
校
給
食
は
食
育
と
し
て

も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
要
は
お

金
の
使
い
方
で
は
な
い
か
。

国
に
対
し
て
「
今
や
こ
の
給

食
の
問
題
と
い
う
の
は
国
が

面
倒
を
見
る
義
務
教
育
の
必
要
経
費

だ
」
と
町
村
会
で
論
議
し
要
望
し
て

い
る
。
町
で
で
き
な
い
か
と
い
う
こ

と
だ
が
、
提
案
し
て
い
な
い
議
案
の

中
で
私
が
こ
ろ
こ
ろ
考
え
方
を
言
っ

て
は
な
ら
な
い
が
、
国
の
方
針
を
み

な
が
ら
自
治
体
と
し
て
は
ど
う
す
べ

き
か
の
議
論
に
発
展
さ
せ
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

真
壁

町
長

町
長

教
育
長

真
壁

真
壁

民
間
移
管
を
す
れ
ば
保
育
士

の
待
遇
が
良
く
な
る
の
か
問

い
た
い
。

　
今
「
伯
耆
の
国
」
へ
の
指
定
管
理

料
が
約
１
億
７
千
万
円
だ
が
こ
れ
に

は
公
定
価
格
プ
ラ
ス
町
の
一
般
財
源

が
入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

令
和
３
年
度
で
保
育
園
に
係

る
地
方
交
付
税
は
約
１
億
２

５
０
０
万
円
、
各
園
の
配
分
で
は
す

み
れ
約
４
千
万
円
、
ひ
ま
わ
り
２
３

０
０
万
円
、
さ
く
ら
２
５
０
０
万
円
、

つ
く
し
３
６
０
０
万
円
と
試
算
し
て

い
る
。

さ
く
ら
、
つ
く
し
で
６
１
０

０
万
円
だ
。
伯
耆
の
国
に
１

億
７
千
万
円
出
し
て
い
る
が
超
過
負

担
が
半
分
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
か
。
民
間
に
移
管
し
て
も
（
保
育

士
の
現
行
の
）
給
料
を
保
障
し
よ
う

と
思
え
ば
町
の
補
填
が
な
け
れ
ば
で

き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
民
間
移

管
で
町
の
負
担
が
減
る
の
で
は
な
く
、

増
や
し
て
い
か
ね
ば
待
遇
改
善
は
で

き
な
い
。

　
サ
ー
ビ
ス
も
こ
の
10
年
間
で
様
々

な
こ
と
が
（
民
間
で
）
で
き
た
と
い

う
が
休
日
保
育
な
ど
で
き
て
い
な
い
。

財
政
面
も
サ
ー
ビ
ス
の
考
え
て
も
民

間
移
管
の
メ
リ
ッ
ト
は
考
え
ら
れ
な

い
。
も
と
に
戻
り
、
住
民
に
し
っ
か

り
と
説
明
を
す
る
こ
と
を
求
め
た
い
。

保
育
園
の
民
間
移
管

Ｑ 

一
般
財
源
は
入
っ
て
い
る
か

Ａ 

地
方
交
付
税
は
試
算
し
て
い
る

真
壁

真
壁

町
長

一般質問

真壁容子 議員
まかべ ようこ
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イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

Ｑ 

食
材
会
議
へ
の
注
文
が
減
る
の
で
は

Ａ 
会
員
に
対
し
て
指
導
し
て
い
く

高
校
生
の
通
学
費

Ｑ 

児
童
手
当
を
ひ
ろ
げ
る
べ
き

Ａ 

答
弁
は
差
し
控
え
る

Ｊ
Ａ
以
外
に
米
を
出
荷
し
て

い
る
農
家
の
方
か
ら
「
10
月

以
降
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
っ

た
ら
、
イ
ン
ボ
イ
ス
が
発
行
で
き
な

い
の
な
ら
、
消
費
税
分
の
値
引
き
を

求
め
ら
れ
た
」
と
聞
い
た
。

　
南
部
町
食
材
連
絡
協
議
会
（
食
材

会
議
）
は
給
食
セ
ン
タ
ー
、
西
伯
病

院
の
中
で
食
事
を
作
っ
て
い
る
日
清

医
療
食
品
㈱
、
伯
耆
の
国
が
運
営
し

て
い
る
「
ゆ
う
ら
く
」
と
さ
く
ら
保

育
園
、
つ
く
し
保
育
園
へ
野
菜
を
出

荷
し
て
い
る
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
っ

た
場
合
、
食
材
会
議
で
イ
ン

ボ
イ
ス
が
発
行
で
き
な
け
れ
ば
、
野

菜
の
注
文
量
が
減
る
の
で
は
な
い

か
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
対
象
と

な
る
事
業
者
は
売
り
上
げ
が

１
千
万
円
を
超
え
る
事
業
者
で
あ

り
、
食
材
会
議
は
該
当
し
な
い
の
で

登
録
は
し
な
い
。

　
食
材
会
議
の
取
引
先
で
イ
ン
ボ
イ

ス
を
必
要
と
す
る
事
業
者
は
あ
る
の

で
、
食
材
会
議
の
会
員
に
対
し
て
そ

れ
ぞ
れ
指
導
し
て
い
く
。

今
年
の
大
雪
で
バ
ス
通
学
が

で
き
な
く
な
り
、
何
日
間
か

自
家
用
車
で
送
迎
を
し
た
が
大
変

だ
っ
た
。
ク
ラ
ブ
活
動
を
す
る
と
下

校
時
間
が
不
規
則
に
な
る
た
め
ど
う

し
て
も
自
家
用
車
で
送
迎
が
必
要
に

な
る
が
ガ
ソ
リ
ン
代
が
高
く
な
っ
て

大
変
だ
と
聞
い
て
い
る
。

　
バ
ス
通
学
に
は
補
助
が
あ
る
が
、

自
家
用
車
で
の
通
学
に
は
補
助
が
な

い
。
ガ
ソ
リ
ン
代
の
補
助
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
中
に
は
自
転
車
通
学
を

し
て
い
る
高
校
生
も
い
る
。

高
校
生
の
通
学
を
公
平
に
補

助
す
る
に
は
児
童
手
当
を
現

在
の
中
学
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で

拡
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

児
童
手
当
は
国
の
児
童
手
当

法
に
基
づ
く
制
度
で
あ
る
。

制
度
の
見
直
し
が
国
会
で
論
議
さ
れ

て
い
る
の
で
答
弁
は
差
し
控
え
る
。

背
景

加
藤

加
藤

町
長

２
０
２
３
年
の
国
家
予
算
は

１
１
４
兆
３
８
１
２
億
円
。

前
年
比
６
．
３
％
増
で
過
去
最
高
の

増
加
。
一
般
会
計
増
額
分
の
６
．
８

兆
円
の
内
の
防
衛
費
の
占
め
る
割
合

は
約
70
％
。
自
民
党
税
制
調
査
会
は

防
衛
費
増
額
の
財
源
を
復
興
特
別
所

得
税
の
一
部
転
用
、
法
人
税
、
た
ば

こ
税
の
増
税
を
了
承
し
た
。
た
だ
し
、

増
税
開
始
時
期
は
不
明
確
。
東
日
本

の
復
興
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。

原
発
事
故
が
原
因
で
地
元
に
帰
れ
な

い
人
が
い
る
中
で
、
復
興
特
別
所
得

税
の
転
用
は
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
。

　
ま
た
、
防
衛
費
を
５
年
間
で
43
兆

円
増
や
す
計
画
が
あ
る
が
26
兆
円
は

今
の
予
算
。
残
り
の
17
兆
円
の
内

①
３
兆
円
は
歳
出
改
革
。
②
３
．
５

兆
円
は
決
算
余
剰
金
の
活
用
。
③
４
．

６
兆
円
は
埋
蔵
金
。
④
２
．
５
兆
円

は
防
衛
力
整
備
の
水
準
達
成
の
た
め

の
工
夫
。
増
税
分
は
不
明
の
ま
ま
で

あ
る
。

こ
れ
ら
不
明
の
増
税
が
南
部

町
民
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
す
か
。

防
衛
費
増
額
の
財
源
は
国
で

検
討
、
論
議
が
さ
れ
て
い
る
。

　
南
部
町
民
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

で
る
か
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
こ
の
場
で
の
発
言
は
控
え
る
。

増
税

Ｑ 

南
部
町
民
へ
の
影
響
は

Ａ 

具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
発
言
は
控
え
る

加
藤

町
長

町
長

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
施
策

Ｑ 

打
っ
て
出
る
コ
ロ
ナ
施
策
が
必
要
と
思
う

Ａ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
地
域
経
済
を
再
生
し
た
い

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
流
行

し
南
部
町
の
い
ろ
い
ろ
な
施

策
が
止
ま
っ
た
。

　
主
に
ど
の
よ
う
な
施
策
が
止
ま
っ

た
の
か
、
ま
た
、
今
後
は
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
や
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
つ
施
策
が

必
要
な
年
だ
。

　
特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
第

二
類
か
ら
第
五
類
に
分
類
さ
れ
た
後

の
対
応
が
必
要
だ
。

医
療
関
係
で
は
西
伯
病
院
。

教
育
関
係
で
は
小
学
校
、
中

学
校
、
保
育
園
で
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
の
対
面
型
の
行
政

か
ら
非
対
面
の
行
政
へ
の
転

換
で
職
員
と
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
薄
れ
た
。
中
で
も
地

域
振
興
協
議
会
や
集
落
の
総
会
は
書

面
決
議
と
な
り
、
ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

問
題
で
燃
油
等
の
高
騰
な
ど
で
地
域

経
済
、
観
光
面
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
い
る
。

　
本
年
度
中
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で
弱
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
地
域
経
済
を

再
生
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
は
福
祉

計
画
を
実
行
す
る
こ
と
、「
テ
ノ
ヒ

ラ
役
場
」
を
実
施
し
新
た
な
つ
な
が

り
を
創
造
し
た
い
と
考
え
る
。

　
経
済
の
再
生
は
ロ
ー
カ
ル
電
子
マ

ネ
ー
を
導
入
し
、
地
域
循
環
型
経
済
、

住
民
活
動
が
地
域
貢
献
、
地
域
経
済

に
資
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
地
域

全
体
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
地
方
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

中
で
、
緑
水
湖
周
辺
エ
リ
ア
を
拠
点

に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
企
業
研
修
な
ど
誘
致

を
図
る
と
と
も
に
、
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー

ド
構
想
に
よ
り
果
樹
産
地
の
再
生

と
、
果
樹
の
町
と
し
て
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
図
り
、
新
た
な
誘
客
を

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
。

西
伯
病
院
と
し

て
は
、
今
後
も

（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
第
二
類
か

ら
第
五
類
に
分
類
さ
れ
た
後
も
）
感

染
拡
大
が
生
じ
得
る
こ
と
を
想
定
し

て
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
を
守

る
こ
と
を
念
頭
に
必
要
な
感
染
対
策

を
講
じ
て
い
く
。

第
五
類
移
行
後
の
教
育
活

動
の
大
前
提
は
、
鳥
取
型

新
し
い
学
校
生
活
様
式
や
鳥
取
県
市

町
村
立
学
校
用
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改

訂
で
あ
る
。

　
改
訂
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を

遵
守
し
つ
つ
対
応
し
て
い
く
。

背
景

町
長

細
田

教
育
長

一般質問

加藤　学 議員
かとう まなぶ

細田元教 議員
ほそだ もとのり

背
景

背
景

病
院
事
業
管
理
者

南部町議会議員で予算委員会調査

　３月議会開催中に、予算審議にかかわる２カ所の視察へ
行きました。
　１カ所は緑水園の現在改修中のコテージと研修館。もう
１カ所は令和５年度の新規事業の中で規模の大きい「農地
耕作条件改善事業」（フルーツロード構想）の現地になる
天王原果樹団地と五色ヶ丘果樹団地です。

改修中のコテージ 再生予定の五色ヶ丘果樹団地



町政に対する要望事項

令和５年度 町政に対する要望事項への回答

１．人口減少対策
⑴結婚から妊娠、そして出産まで手厚く支援することで、子どもを産み育てる気持ちを強くする。今回、国の
　補正予算の施策に上乗せし、ネウボラ子育ての南部町として特色ある施策を求める。

子育て支援は、助産師、保健師、保育士、管理栄養士がチームとなって妊娠期から伴走型の支援を実
施する。

⑵人口減少により集落維持が困難になってきている。県道や集落間の道路の草刈り作業等が出来なくなりつつ
　あるため、早急に対策を求める。

「南部町ふれあい道路サポート事業」を活用していただたい。

２．農業対策（産業課）
⑴生活が成り立つ農業にすること。

農業再生協議会を通じて高収益作物の作付を奨励し農業所得の向上に繋がる取り組みを推進する。収
入保険等の加入促進に取り組む。

⑵離農を防ぐことにより耕作放棄地をださない「汗かく農業者支援事業」の次の一手の施策を求める。
法人や集落営農による作業集積型の農業を推進し、生産効率の高い農業経営体を育成する。
家族農業等の小規模な農業経営についても所得安定につながるような基盤整備や栽培技術の支援を行う。
中山間地域等直接支払交付金や多面的機能支払交付金などの活用支援を行う。

⑶米の買取価格が戻らない。肥料、飼料の高騰対策として、国の支援策が複雑すぎて小規模農家にとって取り
　組みにくいため、町の独自の支援策を求める。

継続して国や県と連携し、生産目標の達成に取り組むことで米の需給安定と価格の安定に取り組む。
生産費の改善は、肥料や飼料等生産費の高騰による影響を受けにくい生産方法の導入支援について、
JA等生産組織や国、県と連携して、対策に取り組む。

３．ため池の防災対策（総務課、産業課）
⑴南部町では、防災重点ため池の改修整備工事を行うと受益者負担が発生するが、関係農家が著しく減少しつ
　つあり、受益者負担が厳しい問題となっているため、この対策を求める。

南部町内には、56ヶ所の防災重点ため池があり
ますが、改修整備工事を行えば受益者に２％の
負担が必要となります。他市町村のように、受
益者負担の軽減を検討します。

⑵現在、放置されたため池があり、水害災害等でとて
　も危険である。町主導で、ため池の管理の徹底を図
　り、存続か廃止か決定し、廃止の場合は、埋め立て
　や堤を開削して危険防止を図ることを求める。

南部町内の放置されたため池を、管理主体を町
主導にすることは困難です。
産業課、池管理者と連携して水災害防止を図る
対策を行います。
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回答

回答

回答

回答

回答

回答

回答５．地域内経済の循環の活性化を図る（企画政策課）
⑴町民のお金が町内で回るようにすること。町商工会に加盟の183事業者（会社や個人事業主、（大工さん、
　左官さん等））の紹介やＰＲを広く行い、町内事業者へ仕事が発注となるシステムを構築すること。

商工会とローカル電子マネー導入準備委員会を設置し、キャッシュレスの促進としてカードやアプリ
を活用し現金をチャージして、電子マネーとして町内事業所で利用することで、町民のお金が町内で
回る仕掛けを検討している。

⑵小規模工事の商工会への依頼については、工事契約額を30万円未満から100万円に拡大することを求める。

工事契約額を30万円未満から100万円に拡大することは、商工会の工業部会で検討をする。

４．公共施設の整理をされたい（総務課、産業課）
⑴現在、手つかず或いは投げっぱなしの公共施設が見受けられる。
　早急に公共施設の存続か廃止か、または　地域への移譲かなど方
　向性を出すこと。

公共施設等総合管理計画は、令和３年度末に改定を行いまし
た。存続、統合、廃止に向けて関係機関や地元と協議を進め
ていく。
緑水湖の湖面利用（ボート）は、管理運営体制の再構築が必
要であり、緑水湖周辺施設の利活用に合わせ総合的に検討す
る。

⑵存続を決めた施設は、適正な修繕等を実施し、安全に使用できるように維持管理を徹底すること。

施設の修繕は、毎年、各担当課が点検を行い、優先順位をつけ、年次的に予算化する。

６．町道認定（建設課）
⑴町道認定の基準を改定することを求める。

町道認定の２戸以上の基準は、なくす。
生活基盤の道路として利用がある全幅２ｍ以上の道路。
当該地域からの認定要望があること。

回答

回答

回答

回答

回答

金山集落の道路

スワンボート

工事完了後 現在

東町奥堤池
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私は踊ることが好き。踊っている時は、
自由に表現できる最高の瞬間だから。

　小学校4年の時、スポnetなんぶにダンス教室
がある事を知りました。ダンスインストラク
ターの9Ｂin先生のありのままに踊るフリースタ
イルに影響を受け、自分らしく踊る事の楽しさ
を知りました。さらに技術を磨き、ポテンシャ
ルを高めるため、９Bin先生が設立したダンスス
タジオに就職しました。
　ダンスを踊っている時は、辛いことも忘れる
ことができます。ダンスは、私にとってライフ
ワーク。人生そのものです。

ダンスとの出会いはQ

A

今年の2月、ストリートダンス世界三大大会の
一つ「BODY　ROCK　ASIA」がマニラで開催

されました。日本から選抜された2チームの中に、
出雲でレッスンしている「studio　I AM」プロク
ラスメンバーが選ばれました。
　初めての世界大会。作品の振り付けを任されたの
で、その重圧ですごく緊張しました。
　世界中のダンサーが披露するオリジナルパフォー
マンスをみて、「すごい。これが世界レベルなの
か」目の前で繰り広げられる見たこともないハイレ
ベルなパフォーマンスに圧巻でした。
　その時、私の中で「ダンスの本場、ロサンゼルス
にいきたい。私にしかできないオリジナルパフォー
マンスを確立したい」そんな気持ちがより強くなっ
たのです。
　ダンスは踊る事で表現するエンターテインメン
ト。世界大会はさらに上の高みを目指す大きなきっ
かけとなりました。

世界大会出場で得たものはQ

西本 春菜 さん
はるなにしもと

イベントリハーサルの様子

発表会にて　左「HALUNA」さん

西本　春菜さん（南部町在住）

プロフィール
　ダンサー名「HALUNA」さんは、スポnetなんぶ
のダンス教室で子どもさんから大人までそれぞれの
ストリートダンス教室でダンスインストラクターを
している。
　今年2月、マニラで開催された世界大会「BODY 
ROCK　ASIA」に出場。山陰を拠点に活躍するダンサー。

ハルナ

キュービン

キュービン

A

１月

木

日

金

金

日

月

火

5

8

13

20

22

30

31

日 曜日 会議･行事
令和５年度町政に対する要望会
南部町消防出初式
南部町成人式
広報常任委員会①
広報常任委員会②
令和４年度浄化槽トップセミナー鳥取
住民との意見交換会　若者×議員「自分・町・未来を語る会」
鳥取県西部町村議会議長会連絡会
鳥取県西部広域行政管理組合議会臨時会
広報常任委員会③

３月

木

金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金

月

水

木
月
木

2

3
6
7
8
9
10
13
14
15
16
17

20

22

23
27
30

日 曜日 会議･行事
定例議会　議会運営委員会
　　　　　　　全員協議会
　　　　　　　本会議
定例議会　本会議
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
定例議会　議会運営委員会
　　　　　　　全員協議会
　　　　　　　本会議
常任委員会
定例議会　議会運営委員会
　　　　　　　全員協議会
定例議会　本会議
鳥取県西部町村議会議長会連絡会
日本海政経懇話会３月特別例会

議会活動日誌

２月

木
火

月

火
木
金
月

水

2
7

13

14
16
17
20

22

日 曜日 会議･行事
南部箕蚊屋広域連合議会運営委員会
西部広域行政管理組合議会先進地視察
議会運営委員会
全員協議会
令和５年度町政に対する要望回答会
鳥取県後期高齢者医療広域連合議会定例会
南部町・伯耆町清掃施設管理組合議会定例会
鳥取県町村議会議長会定期総会
南部箕蚊屋広域連合議会定例会
鳥取県西部広域行政管理組合議会定例会
日本海政経懇話会２月例会

自治功労表彰会

　亀尾共三議員は鳥取県町村議長会から町村議会議員として27年以上在職し功労のあった者として自治功労
表彰をうけられました。

写真は３月議会中に行われた伝達式の様子です。   亀尾共三議員（左）　景山議長（右）

「HALUNA」さんからメッセージ

ダンスに興味をもっている方へ、一緒に楽しく踊り
ましょう。
問い合せ先：スポnetなんぶ TEL 0859-66-5400



　
前
回
の
号
で
「
議
会
だ
よ
り
」

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
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。

　
期
間
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。
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収
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。
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収
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、
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迷
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。
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。
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（
標
高
３
５
４
ｍ
）

南
部
町 

八
金

　古
く
か
ら
修
験
道
の
行
場
と
さ
れ
て
き
た
金

華
山
。
遠
景
か
ら
す
れ
ば
頂
上
は
比
較
的
な
だ

ら
か
だ
が
、
凝
灰
角
礫
岩
か
ら
な
る
こ
の
山
の

頂
上
付
近
に
は
岸
壁
や
そ
び
え
立
つ
巨
岩
が
あ

り
、
急
斜
面
や
尾
根
が
発
達
す
る
変
化
に
富
ん

だ
地
形
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
的
に
は
高
木
層

に
ス
ダ
ジ
イ
が
多
く
、
大
木
が
混
じ
る
照
葉
樹
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が
山
頂
直
下
ま
で
続
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て
い
る
。
絶
景
と
合

わ
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辺
の
史
跡
も
楽
し
め
る
。

き
ん

か

ざ
ん

や

か
ね

ぎ
ょ
う
か
い
か
く
れ
き
が
ん

（提供）米子市和田町「散歩の会」山頂での一コマ
東長田財産区管理委員会

（左から2番目）生田 清 会長

　
金
華
山
は
、
南
部
町
八
金
集
落
の

南
東
に
位
置
す
る
３
５
４
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小
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で
あ
る
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い
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る
が
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山
頂
に
熊
野
神
社
を
頂
く
。
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落
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た
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、

権
現
山
と
呼
び
親
し
み
を
込
め
て
折

に
触
れ
て
大
人
も
子
供
も
登
山
し
て

参
拝
し
た
。
八
金
集
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で
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、
節
目

節
目
で
当
宿
が
交
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で
ご
馳
走
を
つ

く
り
直
会
を
楽
し
ん
で
き
た
。
特
に

昭
和
30
年
代
ま
で
は
、
八
金
集
落
の

子
供
た
ち
は
こ
れ
を
楽
し
み
に
し
て

き
た
。
今
思
え
ば
集
落
の
貴
重
な
交

流
の
場
で
あ
っ
た
。
八
金
の
人
た
ち

は
、
権
現
山
籠
り
と
呼
ん
で
、
親
し

み
を
込
め
て
参
拝
し
て
き
た
。

　
ま
た
、
八
合
目
く
ら
い
の
山
腹
に

は
伯
耆
札
所
２
番
の
八
国
寺
の
お
堂

が
あ
り
、
堂
中
に
1.7
ｍ
の
十
一
面
観

世
音
立
像
を
安
置
し
現
在
も
信
仰
を

つ
な
い
で
い
る
。
時
代
は
移
り
、
八

金
も
少
子
高
齢
化
が
進
み
権
現
山
の

管
理
も
困
難
を
極
め
て
い
る
が
、
八

金
集
落
の
人
た
ち
の
権
現
山
へ
の
思

い
は
、
変
わ
る
こ
と
が
な
い
と
強
く

願
っ
て
い
る
。
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長
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ご
ん
げ
ん
さ
ん

や
く
に
じ


